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2026年6月期第3四半期 決算説明動画および書き起こし公開のお知らせ 

 

2026年6月期第3四半期決算説明に関する動画および動画の全文書き起こしを公開いたしましたのでお知

らせいたします。 

 

当社は、株主・投資家の皆様をはじめとするステークホルダーの皆様に、より分かりやすく、タイムリ

ーな情報開示を行うことを目的に、動画とテキスト双方でご覧いただける形で提供いたします。 

 

 

 決算短信 

 

 決算説明資料 

 

 決算説明動画 

 

 

 

スピーカー 取締役副社長執行役員 石川大輔  

  

会 社 名 株 式 会 社 フ ァ イ バ ー ゲ ー ト 

代 表 者 名 代表取締役社長執行役員 猪 又 將 哲 

（コード番号：9450 東証スタンダード 札証） 

問 合 せ 先 経 営 企 画 本 部 長 木 村 洋 輔 

 （TEL.011-204-6121） 

https://ssl4.eir-parts.net/doc/9450/tdnet/2809741/00.pdf
https://ssl4.eir-parts.net/doc/9450/tdnet/2809743/00.pdf
https://youtu.be/jnbfgaC4_D4
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石川): 本日はお忙しいところご視聴いただきまして誠にありがとうございます。ファイバーゲートの石

川と申します。よろしくお願いいたします。それでは、2026年6月期第3四半期決算説明を行いたいと思い

ます。 

 

ポイントです。3Qの実績ですね。全社動向としては73%の経常利益の進捗率です。 

四半期EBITDAとしては10億円を超えてきました。ホームユース事業としてはですね、新築の比率が

67%というところで過去最高を記録しております。ビジネスユース事業としては営業利益率33.2%とい

うことで、前年実績から大幅に上昇しております。 

今期通期の見通しです。全社の動向としてはですね、売上想定を引き下げましたけれども、利益のと

ころは従来の想定から据え置いております。セグメント損益の動向ですけれども、ホームユースは減

額、ビジネスユースは想定から引上げを行いました。それによってビジネスユース事業、医療介護向

けというところの売上が加速しております。再生エネルギー事業はですね、太陽光発電システムの関

連会社2社の子会社化を進めております。 
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3Qの決算実績ですね。累計で前年から5%の増収、3%の減益となっております。1Qの時点では11%の減

益、2Qの時点では6%の減益というところもありました。想定からの巻き返しというところが進んでい

るかなと思っております。それによって通期の利益の見通しというところも、進捗率で先ほど申し上

げたように73%と推移しておりますので、十分射程圏内に入ってきているかなと思っております。ビ

ジネスユースですね。前年から14%超えの増収を記録しました。これが全社の業績を牽引しておりま

すので、セグメント利益というところでも、今期通期の従来の想定を達成しております。ただし、経

常利益というところでは利益率1%の低下が見られております。これはホームユースの機器売り切り方

式の影響だったりとか、というものが緩和している者の特定顧客向けの比率の変化というところで影

響が出ております。 
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四半期推移ですね。連結決算です。増収増益を3Qは記録いたしました。こちらは5四半期ぶりです。

これまではですね、売上と利益がリンクしない状況が続いておりましたけれども、今Q、3Qはです

ね、シンプルな決算を計上することができました。セグメント別を見ていきますと、ホームユースが

堅調な一方で、ビジネスユースは四半期ベースで過去最高の売上を計上いたしました。前年と比べて

もですね、増収増益というところを記録しております。特定販路の構成比率の変化がありましたけれ

ども、ビジネスユースの伸びでそこを吸収したという形になっております。 
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経常利益のところの増減の要因分析です。3Qに関しては、経常利益が減益となっておりますが、その

要因としては回線調達費などの変動費、それに加えてですね、人件費だったりとかの固定費も要因の

一つと挙げられております。機器売り切り方式の導入に伴う原価増というところもありますけれど

も、各種原価が増えたというところが一番の要因になっております。一方で、増収の効果だったりと

か、先ほど申し上げたビジネスユースの好調というところもございましたので、それらのマイナス要

因というところを大幅に減殺いたしました。経常利益というところでは微々たる減益というところで

着地しております。 
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開通戸数の内訳です。新築の開通戸数ですけれども、ここ3年連続ですね、横ばいというところにな

っております。比率に関しては67%まで上昇しております。これは新築の強化というところを行って

おりますので、ここは想定内かなと思っております新築のところはまだまだ強化していきます。既存

案件というところが伸び悩んでいるのも事実ではございますので、そこも獲得を強化していくという

ところで動いていきます。 
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クロスセルの状況ですね。ホームユースの事業の成長ドライバーでありますけれども、クロスセルの

フロー売り上げが2四半期連続で1億円を超えてきましたこの比率というところもですね、18パーセン

トというところで高水準を維持しております。引き続きですね、このクロスセルっていうところも、

強化していきます。このクロスセルの商材の中で一番の売上を持っているのはネットワークカメラと

いうところです。ここはですね、新築、既存問わず、増加しております。今まではですね、一棟当た

り一台っていうところがメインになってきましたけれども、一棟当たり複数台のカメラの導入という

ところも増えております。 
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営業利益率のところですね。直近で見てみると大体、想定内の推移には収まってるかなと思っており

ます。機器売り切り方式の増加というところもございますので、原価高には影響を与えておりますけ

れども、一番の要因としては顧客構成の変化というところがございます。3Qの利益率の低下というと

ころは、申し上げている通り、新築のところが増えているというところもあるので想定内ではござい

ます。 
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ビジネスユースの方ですね。利益率と顧客の内訳です。ビジネスユースの方は33パーセントの利益率とい

うところで大幅に上昇しました。2年前の高採算案件が集中した時期から比べても、過去最高水準という

ところで、3Qは着地しております。今回はですね、助成金の関係というところもあったので、医療介護向

けまたは学校向けというところの売上が、急上昇しております。フローの売上に関してもですね、ターゲ

ット３領域の中の医療介護向けというところが過去最高を記録しました。その他の案件もですね、徐々に

増えてきておりまして、構内インフラサービスというところも四半期ベースで2.5億円を突破しておりま

す。 
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こちらホームユースとビジネスユース両方ですね。まずはレジデンスWi-Fiサービスの接続戸数とい

うところが約73万戸まで到達しております。ビジネスユースの方は、フローの売上が大きく増加しま

した。ここからはですね、フロー、ストックというところも伸ばしていきたいなと思っております。 
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ストック売上とフロー売上の推移です。ストックの方はですね、上場来ずっと連続で、増加しており

ます。成長率(CAGR)が20%を維持しているというところは大きくポイントとなっております。フロー

の売上の方は一進一退を、繰り返しております。こちらは3Qはビジネスユースを中心に伸ばしてきま

した。ここのフローの売上をいかに伸ばせるかというところが今後のポイントかなと思っておりま

す。次に、EBITDAの推移ですね。 
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3Qは最初に申し上げたとおり十億円を超えてきました。2四半期連続の増加というところもあります

ので、ここを継続していきたいなと思っております。EBITDAのマージンは28%に推移しております。

3Qは季節要因というところもあるので、想定内ではありました。ここからまたビジネスユースを中心

に、ここのEBITDAを伸ばしていくっていうところをポイントとして強化していきたいなと思っており

ます。 
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じゃあBSですね。自己資本比率3Qが終わった時点では53.2パーセントというところで高水準を維持し

ております。 

前期末と比べても、総資産というところは7%の増加で落ち着いております。売上がですね、増えてる

っていうところもありますので、運転資産が増えて、不動産関連の在庫というところも増加しており

ます。 
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今期の決算の見通しについてご説明いたします。見通しに関してはですね、6パーセントの増収、3

パーセントの増益を予想しております。売上に関しては想定から若干減額いたしましたが、利益に関

しては据え置いております。セグメント別で見ると、ビジネスユースは想定の利益に到達しておりま

すので、引き上げを行いました。M&A費用や保守的に想定していた本社費用の負担というところを引

き下げ、こちらが増益の影響を与えております。一方でですね、ホームユースのところ、申し上げて

いるように、顧客構成の変化というところがございますのでこちらの引き下げを行いました。結果で

すね、利益の見通しというところを据え置きで着地想定をしております。 
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前回も載せたところではございますけれども、ホームユース、ビジネスユースの事業は元々別の本部

で営業体制を整えておりました。ですが、今期からエリア別として全ての商材を売る営業部として組

み立てております。その結果、潜在需要へのリーチというところが大きく影響が出ました。3Qでのビ

ジネスユースの売上の伸びが記録できたかなと思っております。その他にも再生可能エネルギー事業

というところでもアプローチできております。今期一年かけてここの基盤が出来上がってきたので、

来期に向けてさらにここを強化していきたいなと思っております。 
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決算の見通しです。四半期別の業績の見通しというところです。4Qに注目すると、どうしても3Qから

比べてしまうと減収減益の見通しです。 

ホームユースというところでは新築の反動、ビジネスユースでは助成金補助金の反動というところか

ら減収を見込んでおります。ですけれども、再生可能エネルギーの事業としては工事案件の計上から

増収を想定しております。損益面でも同様ですね。ホームユース、ビジネスユースでは3Qから比べる

と減益を想定しておりますが、再生可能エネルギーに関しては増益を予想しております。 
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セグメント別の見通しです。ホームユースは減益減収に見通しを修正しております。ここは特定販路

の構成比率の変化というところが要因です。ビジネスユースは増益です。3Qでの売り上げ利益ともに

上昇というところもありましたので、ここを上昇を想定して、通期では見通しています。再生可能エ

ネルギーに関しては、工事関連企業の赤字案件が影響しており、ご覧の通りの想定をしております。 
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レジデンスWiFiの接続戸数は全体で七四万戸に到達する見込みです。ここは年で6万戸というところ

で、若干増加ピッチが下がってきておりますが、まだまだ増加の見込みがございますので、既存物

件、新築案件というところをさらなる積み上げをやっていきたいなと思っております。ビジネスユー

スに関してはフロー売上を9.2億円と想定しております。見通しから引き上げを行っております。ま

だまだターゲットの3領域というところはアプローチする見込みがございます。ここを積み上げてい

くつもりでございます。 
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決算見通しの四半期別のイメージです。第3Qに関しては、新築等も大きくございました。こちらの経

常利益を着地いたしましたけれども、4Qに関しては、例年通り3Qに比べると減益を想定しておりま

す。 
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トピックスとしてはですね、太陽光発電システムの関連会社というところの株式を取得しました。4

月27日にですね、株式会社スマートグリーンの株式をオフグリッドラボで取得を行いました。こちら

はファイバーゲートの通信事業と再生可能エネルギー事業、ここの親和性を非常に高める会社として

売上・利益に貢献できる会社として考えております。 
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次にですね、4月28日にホームタクトさんと業務提携の契約を結びました。こちらはですね、IoTを主

に取り扱っている会社さんですけれども、高品質、高クオリティのIoTサービスとなっております。

昨今、賃料・家賃や物件価格の上昇が止まらない中で、いかに付加価値をつけられるかというところ

がございます。人気のIoTサービスとなっておりますので、我々としても業務提携を結び、付加価値

向上に貢献していきたいと考えております。 
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以上、2026年第3四半期の決算説明を終了いたします。 

引き続き、ご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 

ありがとうございました。 


